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世界遺産登録

1.8倍に増加

和和歌歌山山県県のの特特徴徴とと道道路路整整備備状状況況  
国国際際的的にに高高いい価価値値とと魅魅力力をを有有すするる多多彩彩なな観観光光資資源源  急急速速にに進進むむ少少子子高高齢齢化化

全全国国水水準準かからら大大幅幅にに遅遅れれるる道道路路整整備備  災災害害にに脆脆弱弱なな道道路路ネネッットトワワーークク

世界遺産をはじめとする歴史文化資源、森林・海洋の自然資源、豊富
な温泉など多様な観光資源が遍在。 
観光客数は年間3,000万人を超過。 
紀伊山地の世界遺産登録後から外国人観光客が大幅に増加。 

全国有数の人口減少地域となっており、今後も著し
い人口減少と高齢化を予想。 
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資料：国勢調査 単位：1980年を1としたもの 

全国の老年人口の推計値 

和歌山県の人口減少率

は全国で２位 

資料：  「日本の都道府県別将来推計人口」 
（国立社会保障・人口問題研究所、平成19年5月推計） 
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自動車専用道路延長や道路改良率は全国平均を大幅に下回る。 
県南部では、県庁所在地和歌山市への道路利用による移動時間がおよそ４時間に
上る。 
道路整備不足のため渋滞が頻発しており、物流面で重要視されている定時性が確
保されていない。 
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土砂災害や越波、津波などの自然災害で寸
断する可能性の高い区間が多く存在。 
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資料:平成８年度道路防災総点検豪雨、豪雪に対する安全
性について点検を行った際の要対策箇所 

台風で越波する国道42号 

道路改良率の推移（国道・県道） 和歌山市を中心とする等時間圏（道路利用） 
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※市区町村は平成

13年時点での区分け 
※各市町村役場まで

の時間圏を図下 
資料：NAVINET（国
土交通省）より作成 

道路利用主要都市間の移動時間 

資料:道路統計年報 

道路改良率の状況 
（国道・県道） 
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資料:平成17年度道路交通センサス 資料:道路統計年報 

都道府県別の 
自動車専用道路延長 

白 良 浜

白浜地区
年間観光客：306万人

那 智 の 滝

那智勝浦
年間観光客：203万人

高 野 山

高野山
年間観光客：123万人

世界遺産『紀伊山地の霊場と参詣道』と豊富な観光資源 

資料：観光動態調査

和歌山県の外国人宿泊観光客数 



 

 
 ググ  ロロ  ーー ババ ルル なな 交交 流流 とと  和和  歌歌  山山 スス タタ

紀勢線の海南から御坊にかけては、全国の高速道路の暫定2車線区間でトップク
ラスの交通量。また対面交通のため事故が多発。 
物流輸送時間の不安定さによる不経済、移動に長時間を要することによる観光客
のストレスを誘発。 

暫定2車線のため大渋滞が発生 

年回８０回を超える渋滞 
上り線では西日本ワースト１位の渋滞長を記録

（Ｈ１８．８．１３吉備Ｉ．Ｃ２７ｋｍ） 

モータリゼーション時代に取り残された和歌山 

近近畿畿自自動動車車道道紀紀勢勢線線  
～～自自立立ししたた地地域域づづくくりりのの第第一一歩歩～～  

（吉備IC付近） 

資料：紀伊国名所図会後編巻之二 

①かつては熊野古道により栄えた 

資料：国土数値情報(国土交通省 国土計画局) 

資料：国土交通省近畿地方整備局 

③鉄道は昭和34年に繋がった 

資料：社会資本整備審議会 道路分科会 基本政策部会 

人口減少率の 
ワースト4県（H17-12） 

資料：国勢調査 

県税減少率の 
ワースト4県（H17-12） 

１位 秋田県（-3.7%） 

２位 和歌山県（-3.2%） 

３位 青森県（-2.6%） 

４位 島根県（-2.5%） 

１位 高知県（-20.4%） 

２位 島根県（-18.5%） 

３位 和歌山県（-18.0%） 

４位 鳥取県（-17.9%） 

④高速道路時代は未だ空白地で 
遅れが取り戻せなくなった 
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②江戸時代は寄港地として栄えた 

0～5km以内
55.7％（543件）

5～10km以内
21.6％（210件）

10km以上
22.8％（221件）

新規工場立地のICからの距離別件数 

資料：国土交通省道路局 

新規産業の立地には高速道路が不可欠 

企業の立地には交通アクセスの容易性が深く関与。 

水産物の輸送時間短縮 

ⅠⅠ．．人人がが暮暮ららすすたためめのの平平等等なな権権利利のの保保障障  
～人が暮らすためのナショナルミニマムとして～ 
～医療・教育機会の平等～ 

 

ⅡⅡ．．経経済済活活動動のの基基本本的的ななチチャャンンススのの保保障障  
～企業立地におけるチャンスの平等～ 
～ポテンシャルを活かした観光や農林水産業の発展～ 
～高速道路渋滞区間の解消による本来機能の発揮～ 

 

ⅢⅢ．．大大規規模模地地震震ななどど自自然然災災害害へへのの備備ええ  
～東南海・南海地震や風水害時の緊急輸送道路の確保～ 

資料：高速道路便覧2006 

全国の高速道路 暫定２車線区間（全２４３区間中）で 
和歌山県内の６区間がトップ１０位内にランクイン 

※全国で東・中・西日本高速道路株式会社が管理する高速
道路の暫定２車線区間を抜粋 
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交通量（台／日）

日本一の水揚げ高を誇る勝浦漁港の生マグロなど紀南の新
鮮な魚を、京阪神・東京へより早く輸送。 

その他
40%

気仙沼
10%

塩釜
13%

銚子
14%

勝浦
23%

勝浦漁港 

すさみ漁港 

近畿自動車道紀勢線 

2：50 

4：10 

大阪へ 

2：10 

3：00 勝浦漁港のマグロ 

すさみ漁港のケンケン鰹

水揚量 
43,559ｔ

資料：水産物流統計年報2005 

勝浦漁港は 
生マグロ水揚げ量日本一 

※松原 JCTまでの所要時間（黒字：現況、赤字：将来） 



 

イイ  ルル  にに  よよ  るる  戦戦  略略  的的  道道 路路 整整 備備
高高速速道道路路をを補補完完しし県県内内各各地地域域へへ連連絡絡すするる幹幹線線道道路路

～～  概概ねね１１００年年ででネネッットトワワーークク化化  ～～  

そそのの他他のの戦戦略略的的道道路路整整備備

■京奈和自動車道と合わせて 
近畿の一体的発展に寄与する 

府府県県間間道道路路  

■高速道路と合わせて 
県内の一体的発展に寄与する 

内内陸陸部部骨骨格格道道路路（Ｘ軸ネットワーク） 

ⅠⅠ．．戦戦略略的的なな道道路路施施設設のの維維持持管管理理  
～予防保全による長寿命化を図るなどトータルコストを考えた維持管理～ 

 

ⅡⅡ．．多多彩彩なな地地域域資資源源をを活活かかししたた道道のの駅駅・・日日本本風風景景街街

道道のの整整備備・・充充実実  
～道路利用者への情報提供・観光などの地域振興と雇用の創出～ 

ⅠⅠ．．限限らられれたた財財源源をを踏踏ままええたた集集中中投投資資  
～「つながってこそ『道』」の理念に基づく『１つ１つ完成主義』～ 

 

ⅡⅡ．．高高速速道道路路とと合合わわせせてて効効果果をを発発揮揮すするる骨骨格格道道路路  
～高速道路を最大限活用した地域の自立と競争力強化～ 

 

関西都市圏は、大阪平野の狭さのため、後背圏の広がりを欠く。 
関西大環状道路を形成する京奈和自動車道と放射状道路を形成する府県間道路
の整備により、関西都市圏が拡大し、関西の経済が活性化。 

大阪平野を中心とした関西都市圏の拡大 

関西都市圏の拡大 

高野山などの世界遺産と京都、奈良とを結ぶ新たな観光ルートを形成。 

世界遺産を活かした新たな観光ルートの形成 

京京奈奈和和自自動動車車道道  
～～近近畿畿のの交交流流・・連連携携をを促促進進～～  

ⅠⅠ．．関関西西経経済済圏圏のの活活性性化化  
～関西大環状道路及び放射状道路の形成により関西都市圏を拡大～ 

 

ⅡⅡ．．近近畿畿各各地地域域のの個個性性をを活活かかししたた広広域域連連携携  
～癒しと心の安らぎにより近畿の魅力を高める～ 
～特産物の輸出など関西国際空港を活かしたアジアとの交流促進～ 

 

ⅢⅢ．．世世界界遺遺産産をを活活かかししたた広広域域観観光光ルルーートトのの形形成成  
～京都から観光客を引き込む、京都⇔奈良⇔和歌山ルートの強化～ 

概概ねね１１００年年ででネネッットトワワーークク化化  

ⅠⅠ．．基基本本的的生生活活にに不不可可欠欠なな道道路路整整備備  
～県民の不便で不安な生活の解消～ 

幹幹線線道道路路以以外外のの生生活活道道路路
～～県県民民ににととっってて真真にに必必要要なな道道路路ををメメリリハハリリををつつけけてて整整備備～～

5.5m以上
5m以上5.5m未満
5m未満
不通区間

5.5m以上
5m以上5.5m未満
5m未満
不通区間

つながっていない未整備の道路はまだまだある 

コスト縮減※しても 50 年以上かかる 

生活圏 30 分圏域の拡大に資する道路
のうち整備効果の高い道路 

高速道路 IC から 60 分圏域の拡大に資
する道路のうち整備効果の高い道路 

※1.5 車線的整備を最大限活用 

防災上・交通安全上必要不可欠な道路 

あと少しの整備で効果のでる道路 

真に必要な道路を選択し集中して 
スピードアップ整備 

概概  
ねね  
1100  
年年  
でで  
完完  
成成  

時間圏域と道路整備のイメージ図 あと少しの整備のイメージ図 

和歌山 

高野山

奈 良 

京 都

大 阪 

関 空 

：京奈和自動車道 

 

白浜 
熊野へ 

京京奈奈和和自自動動車車道道が開通すると 

◇和歌山～（奈良経由）～京都が 

約２７０分      約１００分 

 

◇関空～高野山が 

約１００分      約８０分 

170 分短縮 

20 分短縮 



 道道    路路    整整    備備    をを    考考    ええ    るる    視視    点点  
我我がが国国がが直直面面すするる国国土土政政策策課課題題のの解解決決にに資資すするる地地域域再再生生  ググロローーババルルなな交交流流とと地地方方のの役役割割  和和歌歌山山ススタタイイルルにによよるる戦戦略略的的道道路路整整備備  
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交
通
事
情
が
悪
い
。
天
災
の
可
能
性

が
高
い
の
に
、
迂
回
す
る
道
路
す
ら

な
い
。
災
害
や
医
療
も
非
常
に
不
利

で
、
国
民
が
生
き
て
い
く
上
で
の
基

本
的
な
権
利
が
な
い
。
早
急
に
紀
勢

線
の
紀
伊
半
島
全
通
化
と
五
條
新

宮
道
路
の
整
備
が
必
要
。 

◆
京
奈
和
自
動
車
道
か
ら
高
野
・
龍

神
を
経
由
し
熊
野
へ
至
る
道
路
の

地
域
高
規
格
道
路
化
を
提
案
し
た

い
。
高
野
山
と
熊
野
を
短
時
間
で
往

来
で
き
れ
ば
観
光
産
業
が
発
展
し
、

物
流
や
災
害
時
に
も
有
効
。 

◆
道
路
が
あ
れ
ば
若
者
同
士
の
交

流
が
生
ま
れ
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を

生
か
し
て
、
周
辺
の
取
り
残
さ
れ
た

集
落
も
含
め
て
、
ま
ち
を
ど
う
し
て

い
こ
う
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
つ
な

が
る
。 

◆
世
界
へ
モ
ノ
を
売
る
、
最
低
で
も

全
国
で
モ
ノ
を
売
る
企
業
が
利
益

を
出
す
。
広
域
物
流
が
重
要
。
生
活

道
路
に
ト
レ
ー
ラ
ー
が
入
る
所
も

あ
る
。
府
県
間
道
路
の
大
阪
側
が
非

常
に
悪
い
。
府
県
の
連
携
が
必
要
。 

◆
吉
備
で
は
高
速
道
路
整
備
に
あ

わ
せ
て
中
小
企
業
が
進
出
し
た
。
働

く
場
所
が
あ
れ
ば
東
京
や
大
阪
に

出
る
必
要
の
な
い
人
も
多
く
、
紀
伊

半
島
を
一
周
す
る
高
速
道
路
の
早

期
整
備
が
大
事
。 

◆
植
樹
や
分
離
帯
の
た
め
に
見
通

し
が
悪
く
非
常
に
危
険
で
、
走
り
に

く
く
な
っ
て
い
る
道
路
も
あ
り
、
改

善
が
必
要
。 

◆
紀
伊
半
島
一
周
の
高
速
道
路
に

は
何
の
理
屈
も
要
ら
な
い
。
流
通
、

観
光
、
防
災
、
集
落
崩
壊
、
全
て
の

面
に
お
け
る
和
歌
山
の
基
盤
と
な

る
。 

◆
高
速
道
路
の
紀
伊
半
島
一
周
と

４
車
線
化
が
必
要
。
西
牟
婁
、
東
牟

婁
の
花
卉
生
産
が
増
え
る
。
名
古

屋
、
東
京
方
面
へ
の
出
荷
が
し
や
す

く
な
り
、
関
西
市
場
に
も
よ
り
鮮
度

の
良
い
も
の
が
出
荷
で
き
る
。 

◆
延
長
距
離
の
短
い
道
路
を
１
０

年
近
く
か
か
る
よ
う
で
は
い
け
な

い
。
集
中
し
て
仕
上
げ
る
ほ
う
が
、

結
果
と
し
て
道
路
整
備
が
進
む
。
現

実
的
に
は
地
権
者
の
協
力
も
非
常

に
重
要
。 

◆
道
路
政
策
に
近
畿
全
体
の
方
針

が
必
要
。
関
空
の
活
か
し
方
、
ア
ク

セ
ス
整
備
も
各
府
県
バ
ラ
バ
ラ
で
、

当
初
の
宣
伝
ほ
ど
県
北
部
も
発
展

し
て
い
な
い
。
県
、
近
畿
、
国
で
整

合
の
と
れ
た
計
画
が
必
要
。 

◆
集
落
崩
壊
は
平
地
も
含
め
た
日

本
農
業
全
体
の
問
題
。
モ
デ
ル
地
区

伊
藤

元
重

委
員

東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教
授 

国国
民民
のの
基基
本本
的的
権権
利利
をを
守守
るる
道道
路路
をを  

高高
野野
山山
とと
熊熊
野野
をを
つつ
なな
げげ
ばば
観観
光光
がが
発発
展展  

若若
者者
のの
交交
流流
がが
新新
しし
いい
アア
イイ
デデ
アア
をを
生生
むむ  

つつ
なな
がが
っっ
てて
ここ
そそ
「「
道道
」」  

住住
民民
とと
協協
働働
しし
世世
界界
遺遺
産産
のの
地地
にに
ふふ
ささ
わわ

しし
いい
道道
路路
づづ
くく
りり
をを  

関関
西西
経経
済済
圏圏
のの
繁繁
栄栄
でで
東東
京京
一一
極極
集集
中中
をを

是是
正正  

紀紀
伊伊
半半
島島
一一
周周
のの
高高
速速
道道
路路
にに
理理
屈屈
はは

要要
らら
なな
いい  

高高
速速
道道
路路
がが
産産
品品
のの
鮮鮮
度度
、、
付付
加加
価価
値値
をを

高高
めめ
るる  

地地
権権
者者
のの
協協
力力
をを
得得
てて
集集
中中
的的
投投
資資
をを  

関関
空空
とと
中中
部部
空空
港港
をを
結結
びび
アア
ジジ
アア
観観
光光
のの

ゴゴ
ーー
ルル
デデ
ンン
ルル
ーー
トト
にに  

優優
先先
順順
位位
、、
完完
成成
時時
期期
をを
明明
確確
にに  

まま
ちち
づづ
くく
りり
整整
備備
もも
拠拠
点点
にに
集集
約約  

和歌山県道路懇談会の理念 

■人生を切り開く機会を与える道路は、ナショナルミニマム保障の根本 

如何なる地域に住もうとも勇気と希望を持って、自らの人生を切り開いていく機会は与え
られるべきであり、また日本国民として最低限の医療、教育を保障される権利がある。今や
道路は、このために必要な最大の手段であり、ナショナルミニマムを保障する根本と捉える
べきである。 

■地方の経済を放置して日本の未来はない 
道路整備の遅れが住む場所としての魅力を損なっていることに加え、産業立地や付加
価値向上が進まない原因ともなり、魅力的な職場の不足、若年層を中心とする人口流出に
繋がるといった悪循環に陥っている。地方経済の崩壊は、我が国の生産機能や消費機能
の低下など国の経済力を悪化させる懸念がある。 

■国土保全、CO2削減、食糧供給など地方特有の機能を守る 
集落崩壊など地方部の極度の活力低下は、我が国が直面する重要課題の克服を大き
く後退させる。農地や森林の放棄は、国土の荒廃に直結し、森林の二酸化炭素吸収・貯
蔵機能を低下させるとともに、世界的な食糧需要逼迫が予想されるなかで食糧供給地とし
ての機能が重要となっている。加えて、国土軸から離れた地域の道路が持つ、広域的迂
回路としての機能は、災害に強い国土形成に果たす役割も大きい。 

■関西都市圏の拡大により東京一極集中構造を是正する 
広域交通網の整備による関西都市圏の拡大は、農林水産物やエネルギーの供給、モノ
づくり機能における連携を通じた関西経済圏の再生を促し、東京一極集中構造の是正に
繋がる。 

■世界遺産など世界に通じる資源を活かし国際観光を推進する 
高野山・熊野などに代表される世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」、県
内に広く分布する温泉、学術的価値も高い森林、海洋の豊かな自然など多
様な資源を活かし、アジア有数の国際観光地である京都、世界遺産を共有
する奈良・三重等との連携により、国際観光の戦略的な推進に資する。 
 

■関西国際空港への近接性を活かした輸出産業が進展する 
東アジアにおける経済・社会のグローバルな交流が拡大するなかで、中国
をはじめとするこれらの地域における購買力の向上が予想される。このため
24時間空港・関西国際空港への近接性を活かし連携を強化することにより、
果実や海産物等の「食」資源、林産資源をはじめとする地域資源や新たな商
品開発がグローバル市場へ進出し、オンリーワン企業の育成や輸出産業が
進展する。 
 

■癒し空間を提供し関西圏の総合力を向上する 
温泉、森林・海の自然、世界遺産をはじめとする歴史・文化を活かし、交流
の円滑化により、観光や多地域居住の地として、大阪など大都市に癒し空間
を提供し、グローバル時代における住み・働き・憩う場としての関西圏の総合
力を高める。 

■重点的投資と“1つ1つ完成主義”で 

効果の早期発現を目指す 
 “つながってこそ道”の理念に基づく“1つ1つ完成主義”により、完成
目標を明確にし、整備のスピードアップ、効果の早期発現を目指すべき
である。 

 

■“選択と集中”により効果的・効率的な道路整備を進める
投資余力が限られる中、高速道路などの既存ストックの有効活用など
ともに、新しい道路整備も“選択と集中”により効果的・効率的に進める必
要がある。 

 

■地域の十分な理解・納得がえられるよう 

施策の透明性を高める 
道路整備の評価基準は、地域に係わる人々に共有・理解され、高い透
明性を有するべきことから、地域の10年、20年後の具体的姿と、その実現
に資する道路の役割と整備効果を、定性的、定量的に評価し、公表する
必要がある。 

石
田

東
生

委
員
長

筑
波
大
学
大
学
院
シ
ス
テ
ム
情
報
工
学
研
究
科
教
授

石
橋

芳
春

委
員

Ｊ
Ａ
紀
の
里
代
表
理
事
組
合
長 県県･･

近近
畿畿･･

国国
がが
整整
合合
のの
とと
れれ
たた
計計
画画
づづ
くく
りり
をを  

集集
落落
再再
生生
のの
モモ
デデ
ルル
地地
区区
のの
設設
定定
をを  

高高
速速
道道
路路
をを
活活
かか
すす
幹幹
線線
道道
路路
がが
必必
要要  

を
設
定
し
、
都
市
と
交
流
で
き
る
道

路
整
備
と
、
そ
の
地
の
特
性
を
活
か

し
た
生
産
と
販
売
が
で
き
れ
ば
崩

壊
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。 

◆
地
域
が
永
年
の
知
恵
や
文
化
を

活
か
し
て
活
性
化
す
る
た
め
に
は
、

高
速
道
路
を
活
か
す
た
め
の
幹
線

道
路
も
重
要
。 

公公
平平
性性
のの
議議
論論
がが
必必
要要  

地地
域域
ビビ
ジジ
ョョ
ンン
とと
道道
路路
のの
役役
割割
をを
明明
確確
にに  

災災
害害
、、
医医
療療
、、
観観
光光
にに
重重
要要
なな
紀紀
勢勢
線線  

◆
１
桁
２
桁
国
道
は
昭
和
３
０
、４

０
年
代
に
全
国
公
平
主
義
で
整
備

さ
れ
た
。
今
は
効
率
性
、
採
算
性
重

視
だ
が
公
平
性
の
議
論
も
必
要
。 

◆
道
路
を
整
備
す
る
こ
と
が
目
的

で
は
な
く
、
ど
う
使
う
か
が
重
要
。

地
域
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
戦
略
、そ
の
中

で
道
路
の
果
た
す
役
割
が
明
確
に

さ
れ
る
べ
き
。地
域
の
人
た
ち
が
１

０
、２
０
年
先
の
集
落
の
姿
を
イ
メ

ー
ジ
で
き
る
か
、そ
の
人
た
ち
を
ど

う
元
気
づ
け
る
か
が
極
め
て
重
要
。 

◆
紀
勢
線
は
、
東
南
海
・
南
海
地
震

へ
の
備
え
と
し
て
、ま
た
救
急
医
療

と
い
っ
た
地
域
住
民
の
命
の
問
題

か
ら
極
め
て
重
要
。南
紀
の
豊
か
な

自
然
、
歴
史
・
文
化
を
活
用
し
た
、

基
幹
産
業
と
も
な
り
う
る
観
光
に

と
っ
て
も
重
要
。 

遅
れ
の
産
物
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ

れ
か
ら
が
重
要
。 

◆
戦
略
性
が
重
要
。
選
択
と
集
中
、

つ
ま
り
「
ど
こ
を
や
る
か
」
と
「
ス

ピ
ー
ド
感
」。
地
域
の
道
路
政
策
形

成
の
ス
タ
イ
ル
、
和
歌
山
方
式
を
つ

く
り
、
そ
れ
を
全
国
に
発
信
す
る
。

地
域
に
対
し
て
も
透
明
性
の
あ
る

ル
ー
ル
が
必
要
。 

◆
２
１
世
紀
の
地
方
経
済
を
日
本

と
し
て
ど
う
考
え
る
か
。
Ｃ
Ｏ
２
削

減
、
多
様
性
、
国
土
一
極
集
中
の
リ

ス
ク
を
考
え
る
と
、
地
域
を
大
事
に

し
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に

は
道
路
が
不
可
欠
。 

◆
関
西
国
際
空
港
と
近
畿
に
関
わ

る
こ
と
で
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
や
広

域
経
済
の
中
で
実
は
道
路
は
時
代

◆
将
来
像
と
道
路
の
必
要
性
を
重

ね
て
具
体
化
し
優
先
順
位
を
つ
け

て
進
め
る
こ
と
が
必
要
。
県
の
発
展

に
は
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
の
流
れ
を
創
出

す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
が
達
成
で

き
れ
ば
カ
ネ
が
生
ま
れ
、
県
政
も
多

少
豊
か
に
な
る
。 

◆
物
流
は
コ
ス
ト
と
ス
ピ
ー
ド
が

重
要
だ
が
和
歌
山
は
非
常
に
厳
し

い
。
京
奈
和
自
動
車
道
で
、
い
ち
早

く
幹
線
道
路
へ
つ
な
が
り
ス
ピ
ー

ド
が
増
す
。
無
料
で
あ
れ
ば
物
流
ル

ー
ト
が
変
わ
る
可
能
性
も
あ
る
。
物

流
量
が
増
せ
ば
、
帰
り
便
や
混
載
な

ど
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
、
コ

ス
ト
も
削
減
さ
れ
、
企
業
誘
致
も
し

や
す
く
な
る
。 

◆
日
常
の
ス
ト
レ
ス
を
和
ら
げ
た

い
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
、
夏
の
行
楽
シ

ー
ズ
ン
に
田
辺
・
白
浜
に
来
る
と
き

に
大
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
る
と
、
２

度
目
の
訪
問
は
な
い
。
紀
勢
線
４
車

線
化
で
、
観
光
客
倍
増
も
夢
で
は
な

い
。 

ヒヒ
トト
・・
モモ
ノノ
のの
流流
れれ
をを
生生
むむ
道道
路路
をを
優優
先先
的的
にに

京京
奈奈
和和
道道
がが
モモ
ノノ
のの
流流
れれ
をを
変変
ええ
るる  

紀紀
勢勢
線線
大大
渋渋
滞滞
にに
巻巻
きき
込込
まま
れれ
るる
とと
二二
度度
目目

のの
訪訪
問問
はは
なな
いい 

◆
選
択
と
集
中
が
大
切
。
ま
ず
、
基

幹
道
路
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て

繋
げ
、
そ
こ
か
ら
分
か
れ
る
も
の

は
、
ち
ょ
っ
と
時
間
は
か
か
る
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
計
画
の
見
直
し

が
必
要 

◆
熊
野
古
道
、
植
生
の
独
自
性
、

魚
・
果
物
な
ど
世
界
で
も
特
徴
的
な

資
源
を
道
路
で
ど
う
つ
な
ぐ
の
か
、

京
都
・
奈
良
な
ど
県
外
の
拠
点
と
ど

う
結
ぶ
の
か
を
、
具
体
的
に
考
え
る

べ
き
。
海
産
物
、
果
物
、
紀
州
箪
笥

な
ど
の
物
産
も
、
中
国
な
ど
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
海
産
物
の
商
品
開

発
な
ど
具
体
的
戦
略
が
必
要
。 

◆
和
歌
山
の
高
速
道
路
は
、
大
阪
・

名
古
屋
間
や
滋
賀
方
面
で
大
地
震

が
起
こ
っ
た
場
合
に
、
安
全
保
障
の

観
点
か
ら
日
本
全
体
の
役
に
立
つ

と
い
っ
た
視
点
も
必
要
。 

まま
ずず
基基
幹幹
道道
路路
をを
ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク
とと
しし
てて  

繋繋
げげ
るる
ここ
とと
がが
必必
要要  

中中
国国
なな
どど
世世
界界
をを
タタ
ーー
ゲゲ
ッッ
トト
にに
しし
たた
戦戦
略略
をを  

災災
害害
時時
のの
日日
本本
のの
安安
全全
保保
障障
をを
確確
保保
すす
るる  

◆
和
歌
山
は
他
地
域
よ
り
道
路
改

善
の
ス
ピ
ー
ド
が
随
分
遅
い
。
日
本

全
体
の
中
で
関
西
が
、
特
に
和
歌
山

が
冷
遇
さ
れ
て
い
る
印
象
が
あ
る
。 

◆
資
源
が
限
ら
れ
る
中
、
ど
う
い
う

地
域
づ
く
り
を
進
め
た
い
の
か
と

い
う
観
点
な
し
に
道
路
整
備
を
考

え
る
の
は
無
理
。 

◆
こ
れ
ま
で
に
あ
る
社
会
資
本
ス

ト
ッ
ク
を
ど
う
活
用
す
る
か
と
い

う
視
点
も
大
変
重
要
。
す
さ
み
〜
那

智
勝
浦
間
、
新
宮
〜
熊
野
間
を
優
先

的
課
題
と
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
空
白

箇
所
解
消
を
訴
え
る
べ
き
。 

関関
西西
はは
道道
路路
改改
善善
のの
スス
ピピ
ーー
ドド
がが
遅遅
いい  

道道
路路
整整
備備
にに
はは
地地
域域
づづ
くく
りり
のの
観観
点点
がが
必必
要要  

既既
存存
スス
トト
ッッ
クク
をを
活活
かか
すす
ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク
形形

成成
をを  

世世
界界
へへ
モモ
ノノ
をを
売売
るる
時時
代代
にに
広広
域域
物物
流流
がが

重重
要要  

高高
速速
道道
路路
整整
備備
がが
企企
業業
立立
地地
、、
若若
者者
定定
着着
をを

促促
進進  

植植
樹樹
やや
分分
離離
帯帯
のの
改改
善善
でで
安安
全全
性性
をを
向向
上上  

◆
長
く
美
し
い
海
岸
線
、
豊
か
な

山
、
温
泉
、
世
界
遺
産
が
あ
り
、
紀

伊
半
島
一
周
道
路
が
で
き
れ
ば
、
関

西
空
港
〜
中
部
空
港
が
ア
ジ
ア
で

話
題
の
観
光
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト

に
な
る
。
カ
ナ
ダ
で
は
ク
リ
ス
マ
ス

オ
レ
ン
ジ
と
し
て
大
人
気
の
蜜
柑

な
ど
の
果
物
や
特
産
品
も
関
西
空

港
か
ら
上
海
や
北
京
へ
飛
ば
せ
ば
、

国
内
よ
り
高
値
で
売
れ
る
だ
ろ
う
。

◆
効
率
性
重
視
の
議
論
に
対
し
て
、

地
域
エ
ゴ
と
言
わ
れ
な
い
論
理
展

開
が
必
要
。
優
先
順
位
を
示
す
べ

き
。
地
域
振
興
に
寄
与
す
る
紀
伊
半

島
一
周
道
路
を
一
番
と
し
て
、
完
成

時
期
を
明
確
化
し
、
集
中
的
に
投
資

す
べ
き
。 

◆
財
源
が
な
い
な
か
で
、
全
地
域
の

均
一
な
維
持
は
不
可
能
。
ま
ち
づ
く

り
整
備
を
拠
点
に
集
約
す
べ
き
。
試

験
的
に
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施

す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。
行
政
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
、
県
民
の
合
意
が

重
要
。 

地地
域域
をを
大大
事事
にに
しし
なな
いい
とと
日日
本本
のの
未未
来来
はは

なな
いい  

ググ
ロロ
ーー
ババ
ルル
社社
会会
のの
中中
でで
道道
路路
がが
重重
要要  

戦戦
略略
的的
なな
道道
路路
政政
策策  

  
  

――
和和
歌歌
山山
スス
タタ
イイ
ルル
のの
確確
立立
をを  

第一回和歌山県道路懇談会 

第二回和歌山県道路懇談会 

和歌山県道路懇談会では、人口減少、高齢

化などの全国的な課題に加え、道路整備が著し

く遅れた和歌山県において、地域の生活・産業

の現状や、地方部が未来の国づくりに対して果

たす役割など幅広い観点から、真に必要な道路

整備のあり方を考えて参りました。そして、この

度、その成果をここに提言としてとりまとめること

といたしました。 
この提言は、和歌山県の県民にとって重要な

願いを表しているとともに、同様の課題を抱える

多くの地域にとっても同じように切実な課題を表

していると信じます。我が国の道路整備に携わ

る方々が地方部の道路の役割と重要性を再認

識する手助けになることを願っています。 


